


• ソフトウェアに可変性を仕込んでおく

• ソフトウェア自身が可変性を制御することで，
多様な条件で良好な性能を達成する



• 自動チューニングの研究を行っている研究者
が集まって活動をしています

• 2003 年 8 月 28 日に発足

– 今年 10 周年を迎えました

2003 年
6 名

2013 年
32 名

このメンバーは
10 歳年を取った
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規約制定：委員会制に

「課題調査」

「１０年史」

科研費採択

Springer



須田 特定 情報爆発時代のロバストな自動チューニングシステムに向けた数理的基盤技術の研究

片桐 基盤C 数値計算と組み込みシステムのための自動チューニング方式

佐藤 基盤B 階層的なアルゴリズム選択機構を有する自動チューニング方式の研究

片桐 基盤B メニーコア・超並列時代に向けた自動チューニング記述言語の方式開発

今村 基盤B マルチコア複合環境を指向した適応型自動チューニング技術

八杉 基盤B 安全な計算状態操作機構の実用化

滝沢 若手B 異種複数のプロセッサを適材適所で活用する高性能計算フレームワークの構築

須田 基盤A 汎用自動チューニング機構を実現するためのソフトウェア基盤の研究

片桐 基盤B 実行時自動チューニング機能付き疎行列反復解法ライブラリのエクサスケール化

大島 若手B GPUプログラム最適化のための指示文を用いた自動チューニング機構の開発

松岡 CREST ULP-HPC：次世代テクノロジのモデル化・最適化による超低消費電力ハイパフォーマンスコンピューティング

中島 CREST 自動チューニング機構を有するアプリケーション開発・実行環境

櫻井 CREST ポストペタスケールに対応した階層モデルによる超並列固有値解析エンジンの開発

滝沢 CREST 進化的アプローチによる超並列複合システム向け開発環境の創出
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• 「情報処理」 2009 年 6 月

• Springer “Software Automatic Tuning” 2010/9
• 「応用数理」 2010 年 9 月・12 月



• 自動チューニング研究会

– 2003 年～

• iWAPT (international Workshop on Automatic 
Performance Tuning)
– 2006 年から毎年，2014 で 9 回目

• 学会等での研究発表

– 情報処理学会，日本応用数理学会，計算工学会，
SIAM 等で定期的に実施



須田礼仁 基盤A

片桐孝洋 基盤B

八杉昌宏 基盤B

大島聡史 若手B

滝沢寛之 CREST



10:00～10:10 オープニング: 東京大学 須田礼仁
10:10～10:55 汎用自動チューニング機構を実現するためのソフトウェア基盤の研究

東京大学 須田礼仁
11:00～11:45 実行時自動チューニング機能付き疎行列反復解法ライブラリのエクサスケール化

11:00～11:20 プロジェクト概要: 東京大学 片桐孝洋
11:20～11:45 実行時自動チューニング機能付き疎行列反復解法ライブラリのエク サスケール化

～Xabclibの機能とOpenFOAMへの適用～：（株）日立製作所中央研究所 櫻井隆雄

13:00～14:00 【招待講演】ポストペタスケール時代に向けた格子系アルゴリズムの局所性向上
東京工業大学 遠藤敏夫

14:15～15:15 【招待講演】海洋シミュレーションの現状・今後と自動チューニングへの期待
東京大学 羽角博康

15:30～16:15 安全な計算状態操作機構の新しい実装
九州工業大学 八杉昌宏

16:20～17:05 進化的アプローチによる超並列複合システム向け開発環境の創出
東北大学 滝沢寛之

17:10～17:55 GPUプログラム最適化のための指示文を用いた自動チューニング機構の開発
東京大学 大島聡史

17:55～18:00 クロージング: 東京大学 片桐孝洋



本日よろしくお願い致します


